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札幌医科大学における三つのポリシー（方針）           

改正 令和７年４月１日 

※医学部抜粋 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
医学部の三つのポリシー（方針） 

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 
ディプロマ・ポリシー（学位授与方針） 
医学部では、所定の単位を修得し、以下の要件を修得した学生に学位を授与します。  

 

１． 倫理観・社会的責任、プロフェッショナリズムに関する内容（態度） 

高い倫理観・責任感を備え、医療者としての使命感をもって患者の立場を重視するとともに、研

究マインドをもって医学・医療に生涯を通じて貢献できる。 

２． 地域医療、研究、国際貢献に関する内容（関心・意欲） 

幅広い視野をもって積極的に地域医療を担う意欲を育み、先駆的研究に関心をもって国際的な医

学・医療の発展に貢献する。 

３． 基本的医学知識と基本的技術、コミュニケーション能力に関する内容（知識・技能） 

基本的な医学知識と技術を習得し、協調性と指導力をもって診療や保健指導、医学研究を実践で

きる。  

４． 問題解決・課題探求能力に関する内容（思考・判断）  

現状に潜む問題点を課題として提起し、科学的根拠および適確な方法に基づく論理的思考を通し

て自ら解決できる。 

 
カリキュラム・ポリシー（教育課程編成・実施方針） 
前項のディプロマ・ポリシーを達成するために、以下のカリキュラム・ポリシーを基に教育課程を編

成し実施します。  

 

１． 倫理観・社会的責任、プロフェッショナリズムに関する内容（態度）  

・ 多様化する医学・医療の進歩に対応し、変化する社会の要請に応え生涯にわたって学修を継続

する医療人としての人間性を涵養する。  

・ 立場や背景の異なる他者、弱者を理解し共感する力を身につけるため、ロールモデルによる演

習や一般社会の中での実習を組み込んだ教育を行う。  

・ 人文科学の視点からの健康・疾病についての考えや、社会における疾病の複合的な面を理解で

きるよう教養教育、基礎医学、臨床医学の各科目間の連携を重視する。  

２． 地域医療、研究、国際貢献に関する内容（関心・意欲）  

・ 患者と家族を取り巻く社会状況、社会制度、法制度を理解するための実習プログラム、地域拠

点と連携した臨床実習を編成して、地域医療に貢献できる人材を育成する。 

・ 研究が必要な課題の存在を理解し、先駆的研究に自ら貢献する意志と情熱を昂揚させるよう環 

境と機会を設ける。 

・ 国際的な医療の現状と課題、国際貢献の様々なあり方について理解を深める。 

３． 基本的医学知識と基本的技術、コミュニケーション能力に関する内容（知識・技能）  

・ 医療行為や保健指導に必要とされる専門領域での知識と技術を体系的に学修し、獲得した成果

を主体的に実践する機会を設ける。  

・ リーダーシップを醸成し、多職種の尊重・共感・協調等を促すための課外活動や社会活動を支

援する。  

４． 問題解決・課題探求能力に関する内容（思考・判断）  

・ PBL（Problem-Based Learning）チュートリアルや TBL（Team-Based Learning）などにより能

動的学修を促し、基礎医学実習や診療参加型臨床実習における自己学習、自己評価の過程や結果
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を重視した教育を行う。  

・ 疾病の原因に個人要因以外に社会的な問題も含まれていることを考察し、問題発見・解決型の

自己学習ができる教育環境を設ける。 

 

アドミッション・ポリシー（入学者受入方針） 
 

求める学生像 

札幌医科大学医学部は、北海道民の健康と医療を守り、地域や国際医療に貢献できる医師及び国際

的・先端的研究を通じて世界に貢献できる研究者を育てます。我々は命を尊ぶ心を持ち、病める人を

救う情熱のある医師を育てていくために、以下に掲げる能力・資質を有する学生を求めます。 

 
【知識・技能】 

１．高等学校等で学ぶ諸教科に関して高い基礎学力を有し、強い学習意欲を有する人 

２．国際的視野で考え行動し、科学的探究心と創造力を持って生涯にわたって学修に取り組む能

力を持っている人 

【思考力・判断力・表現力等の能力】 

１．様々な事象に対し、関心と理解力をもつ人 

２．自分自身で得た知識・情報をもとに論理的思考を行うことができる人 

３．コミュニケーションに必要な口頭・文章表現力を有する人 

【主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態度】 

１．積極的に自ら物事に取り組む姿勢を有する人 

２．他者の考えの理解に努め、多様な属性の人々と協調して良好な関係を築くことができる人 

３．社会生活で守らなければならない法律や道徳に従い、良識ある行動ができる人 

 

入学までに学習しておくことが期待される内容 

１．高等学校等で学ぶ諸教科に関する高い基礎学力 

１）医学を学修するための基礎学力：生命科学としての医学を学修するにあたって、生物、化学、

物理及び数学の基礎学力は必須です。さらに、医療と医学研究の場では、人との交流が基盤とな

ります。 

それを支えるコミュニケーション能力を発揮するために、論理的に思考し、相手に伝えること

のできる正確な日本語と国際的視野で考え行動するための英語の学力が重要です。 

２）人類の文化や自然、社会に関する幅広い基礎知識：医学研究と医療の実践には、人文社会科学

の視点から健康・疾病を理解することが必要です。そのために、自然科学のほか、人文社会科学

など幅広い領域に関する基礎知識が不可欠です。 

 

２．自ら課題を探求し、問題を解決する学習習慣 

医師には生涯にわたる自己研鑽が求められます。自ら課題を抽出し、問題点・疑問点を解決して

いく積極的な学習姿勢が必要です。 

 

３．自主的、協調的な態度と行動 

チーム医療なしには医療は実践できません。医師は、医療チームの一員として、他者と連携・協

調して行動することが求められます。 

 

４．健康な生活を送るための基本的生活習慣 

人々の健康を守り、病に立ち向かう医師となるための精神力と体力が必要です。まず、自分の健

康に心がけ、基本的生活習慣を身につけていることが不可欠です。 
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入学者選抜の基本方針 

  入学者に求める資質・能力について、下表に示す入学者選抜方法により評価・判定します。 

※○及び◎は入学者選抜方法と学力の３要素との対応関係を示すものであり、配点の比重を示すもの

ではありません。 

入試区分 入試枠 入学者選抜方法 
 

知識・技能 
思考力・判断力・ 

表現力等の能力  

主体性を持って 

多様な人々と 

協働して学ぶ態度 

一般選抜 

一般枠 

大学入学共通テスト ◎ ○   

個別学力検査 ◎ ○   

面接（個人） ○ ◎ ◎ 

札医大 

卒後研修枠 

大学入学共通テスト ◎ ○   

個別学力検査 ◎ ○   

面接（個人） ○ ◎ ◎ 

総合型選抜 道民枠 

出願書類・調査書等 ◎ ○   

大学入学共通テスト ◎ ○   

小作文 ○ ◎   

面接（個人） ○ ◎ ◎ 

面接（集団） ○ ◎ ◎ 

自己推薦書   ○ ○ 

学校推薦型 

選抜 
特別枠 

出願書類・調査書等 ◎ ○ ○ 

大学入学共通テスト ◎ ○   

小作文 ○ ◎   

面接（個人） ○ ◎ ◎ 

自己推薦書   ○ ○ 

私費外国人 

留学生選抜  

日本留学試験 ◎ ◎   

個別学力検査 ○ ○   

面接（個人） ○ ◎ ◎ 

出願書類   ○ ◎ 

 

 


